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受
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又
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蒙
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又
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反
し
、交
通
機
關

例 

へ
は
；鐵
道
の
從
業
員
の
同
盟
褪
業
の
場
合
に
は

'■
«

の
：運
送
營
業
の
相
手
方
ど
な
る
荷
主
や 

輝
落

.は&

ん
ど

.
E
て
：の

#

類
の
：產
業
で
あ

.

c
y
j

般
の
消
费
者
で
あ
^

各
極
の
旅
客
全

ff
l

で
あ

る
か

ら

、

云
は

V

全
國
の

あ

ら

ゆ

る

產
業
に
於
て
一
時
に
總
同
盟
罷
業
•か行
は
れ
た
に
も
等
し 

い
結
果
を
來

す

こ

ビ

な

る

か
ら
で
あ
る
。
故
に
、同

^

|1
業
の
起
ら
な

.S

ビ

S
ふ

こ

ど
は
何 

れ
の
產
業

R

就
て
も
望
ま
し
い
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、就
中
鐡
道
の
場
合
に
は
最
も
そ
れ
が
绍 

ま
し
い
の
で
あ
つ
て
、此
の
雑
に
於
て
は
、同
盟
維
業
を
行
ふ
以
前
に
先
づ
棚
當
の
機
關
の
和
解 

又
は
仲
裁
に
附
す
る
ビ
い

ふ

制
度
は
鐵
道

R
e

o

て
は
特
に
重
要
な
る

.意
，鶉
を
有

す

る

の
で 

あ
る
。

然
し

81
に
一
步
遡
つ
て
考
ふ
れ

.ば
、抑
々
斯
々
仲
裁
和
解
の
竿
段
に
訴
ペ
ら
る
、
勞
働 

爭
議
そ
の
も
の
、
數
を
少
な
か
ら
し
め
る
の
手
段
を
採
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時
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れ
る
鐵
遨
に
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し
て
は
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一
一
ヶ
月
の
豫
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爾
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規
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け
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ざ
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問
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に
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切
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從
業
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拘
束
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も
の
で
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な
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の
拘
束
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範
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の
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く
に
限
ら
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。
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即
：ち

^

.道
會
社
に
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右
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西
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不
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あ
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け
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と
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協
定
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て
、又
此
の
協
定
成
ら
ざ
る
ビ
き
は
勞
働
大

E

の
任
命
に
ょ
つ
て
、獨
立
の
議
長
を
設

け

、

そ
の
裁 

決
に
は
拘
來
力
を
有
せ
し
め
る
こ
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>

し
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で
あ
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五
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便
鐵
道

最
後
に
、新
鐡

道

.法
中
、
»
便
鐵
道
に
關
す
る
部
分
を
見
る
に
，全
部
七
ヶ
條
の
規
定
の
か

^

at 

な
る
も
の
は
輕
便
鐡
道
に
對
す
る
財
政
的
援
助
に
關
す
る

：

も
の
と
輕
便
鐡
道
の
賃
率
賦
課
權 

能
.ic
關
す
る
も

"の
.と
：の
ニ
つ
で
あ
る
。

I

財
政
的
援
助
通
例
輕
便
鐵
：道は

H
等
の
援
助
を
も
受
け
す
に
.

」

獨
力
を
以
て
經
營
す 

る
場
合
に
は
企
藥
ご
し
て
餘
り
布
利
な
る
：も
の
で
は
な
い
。
有
利
な
も
の
で
な
い
か
ら

®

^

に
就
て

4
0

營
槳
に
就
て
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O

普
通
®
道
に
比
し
で
そ
の
規
足
を
餘
程
寬
大
に
し
て
あ
る
け
れ
ど 

も
、そ
れ
で
も
猶
ほ
且
つ
有
利
で
な
い
。

蓋
し
、旣
に
弊
け
ら
れ
た
る
鐵
道

：
に
就
て
は
、そ
の
普
姐 

鐵
遒
穴
る

S

輕
便
鐵
道
た
る

ノ
レ
を
問
は
ず

#

業
：费
は
伸
縮
の
餘
地
少
き
に
反
し
て
收
入
は
輸 

送
量
：の
大
小
に
從
つ
て
大
に
變

.励
を
來
す
か
ら
、收
入
の
，大小
，從
で
輸
送
量
の
大
小
如
何
こ
そ

鐵
道
の
經
濟
に
對
し
そ
の
有
利
性
に
對
し
て
至
大
の
關
係
を
有
し
て

®

る
次
第
で
あ
る
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、
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營
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が
頗
る
有
意
義
な

る
場
‘合
.が
少
な

が
ら
ず

#

す
る

.の
で
あ
る
。

斯
の
如
く
な

-.
^

が
故
に
、

K

に
チ
八
西
九
十
六
年
の
輕
便
鐵
道
法

(light 
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i
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Act" 

1
8
9
6
.) 

は
輕
便
鐵
道
に
對
す
：名
財
政
的
援
助
と
し

 
'

て
：
次
：の如

き
；

三
種
の
方
法
を
認
め
た
。

即
.ち

(
一
)

各
階
級
の
地
方
'公
團
體
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b
o
s
u
g
v
o
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 district)

は
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獨
で
又
は
他
の
公
圈
體
或
は
公
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體
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共
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し

.て
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輕
便
鐡
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を
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設
經
.營
し
又
は
之
へ
に
對
し
て
出
資
す
る
こ
と
を
得 

る
こ
ビ
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3
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ニ
关
藏
省
は
、前
記

'地
方

.團
體

が

出
資
ず
る
場
合

(

而
も
鐵
道

®

設
に
要
す
.る
資
金
總
额
の
半 

分
が
株
式
で
集
め
ら
れ
そ
の
中
の
少
く
ど
も
半
分
：が
地
方
團
體
以
外
ょ
り
の
應
募
に
係
る
場 

，合)

に
：は
、右

總

額

の

：四

分

の

1

を
超
え
ざ
る
限
度
に
於
て
、輕
便
鐵
道
に
對
し
特
定
利
子
を
以
て 

資
金
の
貨
付
を
な
し
得
る
こ

$

r
 R. 

A
.

 

sec. 
4
)、

'

(

三
灾
藏
省
は
、輕
便
鐡
道
の
障
設
が
關
係
地
方
の
農
業
を
益
し
漁
串
漁
村

と

市
場
ビ
の
間
に 

於
け
る
心

0

な
'る
交
爾
機
丨
關
を
供
し
又
は
ま
る
エ
*
の
維
辞
發
展
に
必
栗
な
る
に
も
拘
ら
ず 

國
庫
補
助
な
く
し
て
は
肆
設
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
き
特
殊
狀
態
に

ff
る
と
を

M

S
湛
又
は
へ
商
務 

院
か
ら
.瞪
言
せ
ら
れ

"且
つ
補

.助
を
與
ふ
れ
ば
斯
る
鐵
道
の
建
設
を
見
る
で
あ
-ら
う
と
自
ら
確

信
す
各
揚
合
に
は
、地
方
官
憲

•地
主
，そ
の
：他

0
利
，害

關

係

者

侧

に

於

て

；旣
に
相
當

の

援

助

を

與 

〖

だ

る

？
を

.認
む
る
限
り
、右

の

輕

便

鐡

道

の

：建

設

に

要

す

る

»
金
の
：半
額
を
：超
ぇ
ざ
る
限
度

付
げ
る
か
何
れ
か
一
方
又
は
双
方
を
：行

ふ
こ

ど
が
出
來
る

(

r

w

.

>♦
 s

e
c
J
5
}

.°:

而
し
て
肋

I

T 

附
の
行
は
る
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場
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に
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年
以
内
に
於

5

め
I

、
又
は
を
れ
以
後
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長
せ

6

る
、
弗
間
对
は
、锻
便
鐵
道
中
そ
の
敎
區
內
に
存
す
る
部
分
に

.對
し
て
、用
地
が
鐵
道
の 

爲
め
に

.使
用
せ
ら
る
，、

に
至
り
し
直
前
に
於
け
▲

ょ
ぅ

I

の
地
方
稅
を
課
す
る
を
得

t
 

i

ら
れ
た
こ
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法
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つ
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先
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地
方
豳
體
の
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助
に
就
て
云
へ
ば
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1£
.接
に
輕
便
鐵
道
を
建

.設
經
營
す
、る
か
又
は
之
に
：出
I

 

資

しV

株

式

を

持

つ

か

ビs

ふ
從

來
の
建
設
援
助
の
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方
法
の
外
に
、见
.に
經
營
援
助

ビ

し
て 

輕
服
鐡
道
に
對
し
て
利
子
又
は
配
當
の
保

^

を
行
ふ
と
を
得
し
め
る

乙

ビ
に
し
た
。
，
し
く 

云
へ
ば
各
階
級
の
地

.

v

方
0

體
は
單
獨
で
又
：は
他
の
公
私
團
體
ど
共
同
し
て
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通
大
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す
る
が
：如
き
修
件
並
に
期
間
を
以
て
、輕
便
鐡
道
の
借
入
金
に
對
す
る
利
子
又
は
資
本
に
對
す 

る
，配

當

の

一

剖

又
.は
全
部
を
保
證
：す
る
乙
ビ
が
出
來
る
、而
し
て
此
の
保
證
義
務
の

®

行

I:
耍 

す
る
：經
費
は

«

便
鐡
道
の
認
可
請
求
に
耍
す
る
費
用
ビ
同
欉
に
支
辨
せ
ら
る
ベ

.き
，こ
ど
、
し 

た
の

re
,
ぁ
る

o 
:
次
に
政
府

0 >
« >
助
に
就
て
：云
へ
ば
、既
に
千
九
百
十
九
年
の
交
通
省
法
中
に
於 

て
、交

®

大

E

が
議
會
の
議
決
せ

る
一
資
_金
中

か
：ら

.大
藏
省
の
承
諾
を

# :

だ
上

.で
下
附
又
は
貨

#
 

の
形

.に
ょ
ぅ
又
は
そ
の
双
方
を
併
用
し
て
、自
ら
適
當
ど
思
惟
す
る
條
件
の
下
に
、各

«

交

)1
機 

關
の
肆
設
改
良
の
爲
め
，に
他
：の
宵
寧

#
社
，又
；は
個
人
に
對
し
て
、一
度
に

?|
离
磅
を
越
え
ざ
る
，

 

限
ら
燄
會
の
特
別
權
限
附
興
を
待
た

ず

し
て

自

由

に
支
出
を
な
す
を
得
る

Ef
を
！
定
せ
ら
れ
、
 

斯
.る
交
通
機
關
の
，

1:

種
ど
し
て
輕
便
鐵
道
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ぁ
る

(

，

夏

氐

Transport 

Act, 

1
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sec* 

I
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)

が
爲
め
に
、從
前
大
藏
省
が

.與
へ
得
た

^

し
財
政
的
援
助
を
交
通
大

E1
も
與
へ
择 

る
こ
と
に
な
つ
て
兩
者
重

祓

の
姿
を
座
し
た
の
で
、今
囘
新
鐡
道
法
に
；於

t

は

大

■!
省

の

セ

フ 

it
助
を
廢
止
し
從
來
大
藏
省
の
特
別
支
出

d
に_

ょ
.る
無
償
下
附
の
場
合
に

1

用
せ
ら
れ

た

ii
j
l
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税
：賦
課
制
限
を
ば
：交
通
大

E

の
與
ふ
る
無
償
下
附
：の

—

場
合
に
適
雕
せ
し

^

る
土
ど
に
し

'た
の

. 

で
あ
る
。

.
故
に
、新
法
に
於
け
る
ぃ
財
政
的
援
肋
に
關
す
る
改
正
は
、寧
ろ
政
府
の
援
助
の
程
度
を

幾
：分
か
減
少
せ
し
め
、且
つ
關
係
地
方
團
體
の
援
助
に
於
て
新
な
る

I

つ
の
途
を
開
い
た
ビ
い 

ふ
の
點
に
存
す
る
、ビ
い
ふ
こ
ビ
が
出
來
る
の
で
：あ
る
。

1
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於
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ら
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ら
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。
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度
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採
ら
：れた
他

.の

.鐵
'道
と

」

の
間
に
.は
運
輸
狀
態
又
は
財
政
的
地
位
の
上
に
■於
て
頗
る
密
接
の
關 

係
に
在
る

も

の
'ビ
推
定
.し
得
ら
る
、
が
：故
に
、若
し
を
の
標
準
^
せ
ら
れ
た
る
鐵
道
の
運
辍
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高
.限
度
が
合
法
的
に
引
上
げ
ら
れ
た
ビ
す
れ
ば
、右
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輕
便
鐡
道
も
亦
を
の
運
賃
最
高
限
度
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引
上
げ
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.さ
る
：べ

き

が
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當
.で
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ど
考
へ
ら

.れ
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新
鐡
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法
は
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寧
賃
率
施
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期
日
の
到
來
す
る
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期
間
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就
で
の

.暫
行
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制
度
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し
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、右
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如
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關
係
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於
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採
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た
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會
祉
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し
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述
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に
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の
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の
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難
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し
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む
こ
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し
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の
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に
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せ
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も
擧
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し
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網
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じ

/
a
る
國
に
於
て
は
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道
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し
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せ
ら
れ
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所
は
線
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達
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む
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現
せ
む
乙
と
に
稆
ず
る
の
で
あ
る

が
、斯
る
期
待
に
副
は
む
が
爲
め
に
は
先
づ
經
费
の
節
約
ど

經
營
の
統

一

と

を

.計

る
.こ

ゾ
レ
を

*

要
ど

す

る

。

而

し

て

斯
る
必
要
に
應
.せ
む
が

爲

め
に
は
鐵 

道
會
社
組
織
を
改
善
し
多
數
會
举
の
分
立
に
ヾ
對

し

て

統

I
.

的
の
方
針
を
以
て
整

3 1
を

加

ふ
る 

こ
ヒ
が
第

1

の
，
必
嬰
事
で
あ
る

0

此

'

の；統
一

.的

整

理

は

.全

國

の

鐡
■道

を

國
有
に

移

す

こ

と

に

,-
'

ょ
つ
て
最
も
よ
く
行
は
れ
；得

.る

S
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從
，
.來
屢
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論

r

せ
ら
れ
た
所
で
あ
り
、又
戰
時
の
必
迆
に
迫
：

.
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■

ら
れ
て

.私
有
鐵
道
を
政
府

「

の
手
に
於
て
營
理

し

つ
'、
あ

b

し
英
國
は
此
の
國
布
を
斷
行
す
る 

に
最
も
好
都
合

.な
る

.地

.位
に

a ：
を
も
の
だ
ヒ
も
論
せ
ら
れ

^

の
で
あ
る
が
、然
し
な
が
ら
、假
令 

國
有

.に
上
つ
て
統
一
一
は
實
現
せ

.ら
る
、
ビ
し
て
も
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し
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經
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の
節
約
を
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現
せ
し
め
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ぬ
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が
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國
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鐵
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又
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ミ
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云
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得
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搫
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へ
て
も
、ヌ
飨
ニ
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凑
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：經營
の
下
に
於
て
は
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令
從
來
私
有
鐵
道
に
於
て
經 

驗
を
積
ん
だ
有
能

' な
る
從
槳
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の
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職
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む
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ら

ぅ

ど

思
ふ
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假
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.令
國
有
に
ょ
つ
，；
て
經
费
飾
約
が
行
は
れ
る
ミ
す
る
も
、他
の
方
面
に
は
觅
に
幾
多
の
利
益
の
外

に
.弊
害
を
も
生
ず
る

■の
で

^「

る
か
ら
、若
し
是
等
他

.の
弊
害
を
ば
特
に
重

.大
な
も
の

S

威
ず
る

が
如
き
國
に
於
て
は
、經
锻
節
約
の
乎
段

^

國
有
以
外
の
も
の
に
：

索
め

.

る

に

至

る
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.

英
國
の
場

<

&
は
即
ち
そ

rl
で
あ
つ
：て
、私
有
の
儘
で
鐵
：道
：會
社
の
合
同
を
行
は
し
め
る
の
策
を
採
つ
た
の

で
あ

る
。

然

る
に
合
同
會
社
を
組
織
せ
し

め

る

ビ

す

る

場
合
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於
て
、若
し
全
國
の
鐵
道
を
ま

1
.

の
合
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會
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に
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め
る
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統
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見
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最
も
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ぅ
け
れ
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费
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約

の
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か

ら
見
れ
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必
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し
も
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•想
的
で
な

い
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は
前
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摘
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あ
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營
を
行
ふ

と

い
ふ

£

を

れ
自
ら
が
颇
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纏
め
る
こ
と
に
す
れ
ば
、全
國

.の
統
一

ビ

い
ふ
點
に
於
て
は
幾
分
.缺
く
る
處
が
あ
る
か
も
知
れ 

ぬ
け
れ

.ど
も
、
然

し

合

同

會

社

の

數

を

.

少て相互間に通し
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送
並
に
設
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の

^

用
と
い
ふ
が
如
き
協
働
的
施
設

.を
行
は
し
む
る
，こ
ど
に
す
れ
ば
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に 

於
て

tt
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の
事
情
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相
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に
逾
應
し
、っ

>
他
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於
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w
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v

統
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聯
絡
あ
る
經
營

が
行
は

れ

て
、右
の
：如
き
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點

は
大

部
分
は
除
去
す
る

乙
€

が
出
來
る
。
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國
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採
っ
た
の
は 

此
の
後
者
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で
あ
る
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-
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0

經
營
の

.上
'
:
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に
於
て
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統
一
は
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ん
ナ
べ
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も
の
で
あ
る
が
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然
し
事
情
じ
適
應
す
る
ビ
い
ふ
こ

V
T

も
亦
等
し
く
貴
ぶ
べ
き
こ
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で
あ
つ
て
、前
翁
を
重
ん
ず 

る
の

^

り
後
者
を
無
麵
す
る
の
弊
に
陷
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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立
協
働
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:
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策
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特

有
の

事

情
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下

に
於
て
は
蓋
し
大
な
る

M
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を
有
せ
ざ
る
解
決
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